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１２ 月
定例会

　本市は、国の閣議決定を経て、平成３１年４月
１日から中核市に移行します。
　これに伴い、１２月定例会では補正予算などの
議案や中核市移行に関連する条例議案４７件を含
む議案８３件と議会案４件が審議され、いずれも
原案のとおり可決および同意されました。
　なお、中核市移行関連議案の審議内容などは、
２～３ページ、８～９ページをご覧ください。

平成３１年４月からの中核市移行に伴う
関連議案４７件を含む議案８３件を審議
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◆平成３１年４月 中核市「山
形市」誕生

　新たなまちづくりを市民目
線でチェック

◆総合的な子育て環境の整備と安全・安心な
　まちづくりに向けた補正予算を可決

◆一般質問
　市政のここが聞きたい
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動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
の
設

置
に
関
す
る
規
定
以
外
で
、
県
条

例
と
異
な
る
部
分
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
県
の
条
例
は

主
に
犬
猫
の
収
容
の
手
続
き
な
ど

を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
基
本
理

念
や
飼
い
主
の
責
務
な
ど
、
多
く

の
部
分
が
市
独
自
の
規
定
と
な
る
。

　
　
　
野
良
猫
へ
の
給
餌
や
、
多

中
核
市

移
行
関
連

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
の
設
置

や
動
物
の
愛
護
と
管
理
に
必

要
な
事
項
な
ど
を
設
定

委
員

保
健
所
準
備
課
長

委
員

　
　
　
広
告
物
な
ど
の
表
示
や
設

置
な
ど
に
係
る
手
数
料
収
入
の
見

込
み
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
更
新
が
集
中
す

る
年
度
で
は
、
年
間
２
０
０
万
円

程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　
特
別
規
制
地
域
と
広
告
物

特
別
活
用
区
域
は
、
ど
の
よ
う
な

場
所
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
特
別
規
制
地
域

は
、
規
制
の
強
さ
に
よ
り
区
分
し

て
お
り
、第
一
種
特
別
区
域
で
は
、

景
観
を
保
つ
必
要
が
あ
る
文
化
財

の
周
囲
や
都
市
公
園
な
ど
で
、
一

般
広
告
物
の
設
置
が
禁
止
さ
れ
る
。

広
告
物
特
別
活
用
区
域
に
つ
い
て

は
、
中
心
市
街
地
を
想
定
し
て
お

り
、
現
在
検
討
し
て
い
る
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
に
合
わ
せ
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
に
資
す
る
区
域
の

一
部
の
規
制
緩
和
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
地
域
ケ
ア
会
議
へ
の
協
力

を
努
力
義
務
に
定
め
る
な
ど
、
市

独
自
の
基
準
を
設
け
た
理
由
は
何

か
。 屋

外
広
告
物
な
ど
を
制
限
し

良
好
な
景
観
と
風
致
を
維
持

委
員

都
市
政
策
課
長

委
員

都
市
政
策
課
長

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
に
関
す
る
基
準
を
設
定

委
員

　
　
　
母
子
父
子
寡
婦
福

祉
資
金
貸
付
事
業
会
計
の

所
管
は
ど
こ
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成

３１
年
度
に
新
設
す
る
仮
称

家
庭
支
援
課
が
所
管
す
る

こ
と
に
な
る
。

　
　
　
所
管
課
に
は
ど
の

よ
う
な
人
員
を
配
置
す
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
３１
年

度
か
ら
、
母
子
福
祉
の
専

門
的
知
識
を
持
つ
相
談
員

を
１
人
か
ら
２
人
に
増
員

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

し
、
さ
ら
に
担
当
す
る
正
職
員
２

人
を
配
置
予
定
で
あ
る
。
研
修
に

つ
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を

捉
え
て
受
講
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
保
育
教
諭
な
ど
の
配
置
や

保
育
室
の
面
積
の
基
準
が
一
時
的

に
基
準
を
満
た
さ
な
い
場
合
、
ど

の
よ
う
な
対
応
を
と
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
辞
職
や
産
休・ 

育
休
な
ど
で
、
運
営
基
準
に
対
し

保
育
教
諭
な
ど
が
不
足
す
る
場
合

は
、
実
際
の
保
育
教
諭
な
ど
の
在

籍
人
数
に
合
わ
せ
て
園
児
の
受
け

入
れ
数
を
調
整
し
て
い
る
。
ま
た
、

保
育
室
の
面
積
に
合
わ
せ
て
受
け

入
れ
数
を
設
定
す
る
た
め
、
面
積

が
足
り
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
。

　
　
　
山
形
市
景
観
条
例
の
全
部

改
正
に
よ
り
照
明
も
届
け
出
対
象

行
為
と
な
る
が
、
現
在
、
景
観
な

ど
に
支
障
が
あ
る
照
明
を
把
握
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
現
在
、
苦
情
を

受
け
て
い
る
状
況
に
は
な
い
が
、

周
辺
へ
の
光
の
漏
れ
な
ど
に
よ
り
、

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の

運
営
な
ど
に
関
す
る
基
準
を
設
定

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

景
観
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

委
員

都
市
政
策
課
長

景
観
を
阻
害
す
る
こ
と
も
想
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
届
け
出
対
象
に

追
加
し
て
い
る
。

　
　
　
食
品
衛
生
検
査
施
設
は
、

ど
の
よ
う
に
業
務
を
行
っ
て
い
く

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
検
査
業
務
は
、 

当
面
、
県
に
委
託
す
る
が
、
中
核

市
移
行
後
３
年
を
め
ど
に
市
の
検

査
施
設
を
設
置
し
、
村
山
保
健
所

検
査
課
が
現
在
実
施
し
て
い
る
検

査
業
務
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、

衛
生
研
究
所
の
業
務
は
、
引
き
続

き
県
へ
の
委
託
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
障
が
い
者
の
権
利
擁
護
に

関
す
る
研
修
の
実
施
を
義
務
化
す

る
規
定
が
あ
る
が
、
研
修
は
実
効

的
な
も
の
と
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
市
が
事
業
所

の
実
地
指
導
を
行
い
な
が
ら
、
実

施
の
有
無
や
研
修
内
容
を
把
握
し

必
要
な
指
導
を
行
う
こ
と
で
、
実

効
性
の
あ
る
義
務
基
準
と
し
た
い
。

飲
食
店
な
ど
の
営
業
者
が
行

う
べ
き
公
衆
衛
生
の
基
準
や

食
品
衛
生
検
査
施
設
に
関
す

る
基
準
を
設
定

委
員

保
健
所
準
備
課
長

指
定
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
に
関
す
る
基
準
を
設
定

委
員

障
が
い
福
祉
課
長

常任委員会

頭
飼
育
崩
壊
な
ど
に
も
対
応
し
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
地
域
の
実
情
を

聞
き
な
が
ら
、
福
祉
部
門
と
連
携

す
る
な
ど
、
個
別
に
対
応
を
行
っ

て
い
く
。

　
　
　
検
査
を
行
う
対
象
施
設
は

ど
こ
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
市
内
と
畜
場

の
山
形
県
食
肉
公
社
と
な
る
。

市
民
生
活
部
長

食
肉
衛
生
検
査
所
の
設
置
や

名
称
な
ど
を
設
定

委
員

保
健
所
準
備
課
長

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付

事
業
に
係
る
特
別
会
計
を
新
設

▲平成３１年４月開設の山形市動物愛護センターのイメージパース

新たなまちづくりを市民目線でチェック
中核市移行に関する条例案などを慎重審査
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広
告
物
な
ど
の
表
示
や
設

置
な
ど
に
係
る
手
数
料
収
入
の
見

込
み
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
更
新
が
集
中
す

る
年
度
で
は
、
年
間
２
０
０
万
円

程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　
特
別
規
制
地
域
と
広
告
物

特
別
活
用
区
域
は
、
ど
の
よ
う
な

場
所
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
特
別
規
制
地
域

は
、
規
制
の
強
さ
に
よ
り
区
分
し

て
お
り
、第
一
種
特
別
区
域
で
は
、

景
観
を
保
つ
必
要
が
あ
る
文
化
財

の
周
囲
や
都
市
公
園
な
ど
で
、
一

般
広
告
物
の
設
置
が
禁
止
さ
れ
る
。

広
告
物
特
別
活
用
区
域
に
つ
い
て

は
、
中
心
市
街
地
を
想
定
し
て
お

り
、
現
在
検
討
し
て
い
る
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
に
合
わ
せ
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
に
資
す
る
区
域
の

一
部
の
規
制
緩
和
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
地
域
ケ
ア
会
議
へ
の
協
力

を
努
力
義
務
に
定
め
る
な
ど
、
市

独
自
の
基
準
を
設
け
た
理
由
は
何

か
。 屋

外
広
告
物
な
ど
を
制
限
し

良
好
な
景
観
と
風
致
を
維
持

委
員

都
市
政
策
課
長

委
員

都
市
政
策
課
長

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
に
関
す
る
基
準
を
設
定

委
員

　
　
　
　
　
　
　
独
自
基
準
と
し

て
定
め
た
事
項
は
、
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
に
基
づ
き
取
り
組
み
を

進
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

事
業
所
の
理
解
を
求
め
る
観
点
か

ら
規
定
し
て
い
る
。

　
　
　
指
定
管
理
者
の
審
査
で
は
、

目
的
の
達
成
状
況
や
施
設
で
働
く

人
の
処
遇
な
ど
も
含
め
、
市
民
か

ら
理
解
が
得
ら
れ
る
運
営
内
容
か

ど
う
か
を
確
認
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
民
間
活
力
を
生

か
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
、
指
定
管
理
者

制
度
の
趣
旨
で
あ
る
。
事
業
展
開

や
利
用
者
数
の
推
移
、
経
営
の
工

夫
な
ど
に
つ
い
て
、
外
部
委
員
も

含
め
て
評
価
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
利
用
者
か
ら
の
苦
情
へ
の

対
応
も
審
査
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
利
用
者
か
ら
の

意
見
な
ど
は
、
施
設
で
集
約
し
、

毎
月
報
告
を
受
け
て
い
る
。
中
長

長
寿
支
援
課
長文

化

山
寺
芭
蕉
記
念
館
の

指
定
管
理
者
を
指
定

委
員

文
化
振
興
課
長

委
員

文
化
振
興
課
長

期
的
な
も
の
は
課
題
と
捉
え
、
可

能
な
も
の
は
随
時
対
応
し
て
い
る
。

　
　
　
経
過
措
置
期
間
を
５
年
間

延
長
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
基
準

適
合
に
向
け
て
、
新
た
な
取
り
組

み
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
３１
年
７

月
頃
ま
で
に
施
設
整
備
指
針
を
見

直
す
こ
と
と
し
て
お
り
、
施
設
整

こ
ど
も

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
専
用
区

画
面
積
な
ど
の
基
準
適
合
ま
で

の
経
過
措
置
期
間
を
延
長

委
員

こ
ど
も
福
祉
課
長

設
と
し
て
非
公
募
で
選
定
を
行
っ

た
が
、非
公
募
の
要
件
を
見
直
し
、

公
募
す
る
場
合
で
も
選
考
過
程
で

適
格
性
や
能
力
が
担
保
さ
れ
る
と

判
断
し
公
募
と
し
た
。

　
　
　
指
定
管
理
期
間
を
１０
年
間

と
し
た
理
由
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
山
形
市
公
の
施

設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
の

手
続
等
に
関
す
る
規
則
に
よ
り
、

指
定
管
理
期
間
は
公
募
の
場
合
は

１０
年
以
内
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

上
で
、
安
定
的
な
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
確
保
や
質
的
向
上
を
図
る
た
め

の
効
果
的
な
施
設
運
営
、
雇
用
の

安
定
性
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
、

規
則
に
示
さ
れ
た
指
定
管
理
期
間

内
の
１０
年
と
し
た
。

委
員

雇
用
創
出
課
長

備
の
方
策
も
含
め
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
今
回
、
公
募
と
し

た
理
由
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
前
回
は

運
営
に
当
た
り
、
特
殊
な

専
門
性
が
要
求
さ
れ
る
施

商
工
業

山
形
テ
ル
サ
の

指
定
管
理
者
を
指
定

委
員

雇
用
創
出
課
長

▲講演会やコンサートなどで利用されている山形テルサ

平成31年4月1日 中核市「山形市」誕生
総 務
産業文教

厚 生
環境建設 所管の委員会で話し合われました
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周
辺
自
治
体
の
状
況
は
ど

う
か
。
ま
た
、
本
市
は
実
施
設
計

を
進
め
て
い
る
が
、
他
自
治
体
と

比
べ
て
先
行
し
て
い
る
の
か
。

　
補
正
予
算
審
査
の
中
か
ら
、

い
く
つ
か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

小
学
校
空
調
設
備
改
修
事
業

 

１８
億
８
４
１
３
万
円

　
児
童
の
安
全
と
健
康
を
守
る

た
め
の
猛
暑
対
策
と
し
て
、
空

調
設
備
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

委
員

　
　
　
　
　
　
　
国
の
交
付
金
を

活
用
し
て
整
備
を
予
定
し
て
い
る

の
は
、
東
北
６
都
市
で
は
、
本
市

の
ほ
か
、
仙
台
市
と
盛
岡
市
の
み

で
あ
る
。
県
内
で
、
実
施
設
計
に

着
手
し
て
い
る
自
治
体
は
少
な
く
、

他
自
治
体
と
比
較
し
て
も
先
行
し

て
い
る
状
況
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
平
成
３１
年
度
中
に
整
備
が

完
了
す
る
の
か
心
配
で
あ
る
。
資

材
不
足
な
ど
で
、
最
後
に
整
備
さ

れ
る
学
校
は
平
成
３２
年
の
夏
に
も

間
に
合
わ
な
い
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
が
、
改
修
の
順
番
な
ど
を
ど

の
よ
う
に
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
教
室
の
数
な
ど
、 

教
委
管
理
課
長

委
員

教
委
管
理
課
長

学
校
に
移
る
、
と
い
っ
た
サ
イ
ク

ル
で
進
め
る
こ
と
を
想
定
し
て
い

る
。
作
業
手
順
や
グ
ル
ー
プ
内
で

着
手
す
る
学
校
の
順
番
な
ど
は
、

実
施
設
計
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
休
日
や
長
期
間
の
休
み
に

工
事
を
行
う
こ
と
に
な
る
と
思
う

が
、
工
事
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る

た
め
の
対
策
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
学
校
側
の
協
力

も
重
要
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
の
進
め
方
だ
け
で
は
難
し
い
こ

と
か
ら
、
特
別
教
室
な
ど
を
活
用

し
て
授
業
を
行
う
な
ど
、
授
業
に

支
障
が
な
い
範
囲
で
、
平
日
の
工

事
も
検
討
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し

な
が
ら
、
平
成
３１
年
度
内
の
完
了

を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

委
員

教
委
管
理
課
長

　
　
　
近
年
の
申
請
率
の
状
況
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
２８
年
度
は

９１
・
２
％
で
、２９
年
度
は
９２
・
１
％

で
あ
っ
た
。
住
所
、
氏
名
、
口
座

番
号
な
ど
を
印
字
し
た
申
請
書
を

送
付
す
る
な
ど
、
申
請
し
や
す
く

し
て
い
る
が
、対
象
者
の
中
に
は
、

辞
退
を
申
し
出
る
方
も
い
る
。

福
祉
灯
油
購
入
費
等
給
付
事
業

 

７
０
８
８
万
円

　
冬
期
間
に
お
け
る
低
所
得
世

帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
、
灯
油
購
入
費
な
ど
を

支
援
し
ま
す
。

委
員

生
活
福
祉
課
長

学
校
の
規
模
や
エ
ア
コ
ン

設
置
に
伴
う
電
力
の
増
加

に
よ
り
、
受
変
電
設
備
の

増
設
や
改
造
が
必
要
に
な

る
な
ど
、
学
校
に
よ
っ
て

工
事
量
が
異
な
る
た
め
、

複
数
の
学
校
を
グ
ル
ー
プ

と
し
て
ま
と
め
、
工
事
を

進
め
る
こ
と
が
効
果
的
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
各

学
校
の
工
事
を
同
時
に
着

手
す
る
の
で
は
な
く
、
最

初
に
着
手
し
た
学
校
で
一

つ
の
工
程
が
終
わ
っ
た
後
、

次
の
学
校
に
移
り
、
ま
た

同
じ
工
程
を
終
え
て
次
の

▲各小学校へ空調設備の早期整備を進める

１２月の主な補正予算
一般会計 ３６億３，８２０万円

●小学校空調設備改修事業
　�  １８億８，４１３万円

＜主なもの＞� （千円以下切り捨て）

●中学校空調設備改修事業
　�  ３億４，９７７万円

●除排雪等委託料
　�  ２億５，０００万円

●障がい福祉サービス給付費
　�  ８，８８７万円

●こども医療給付事業
　�  ７，１９７万円

●福祉灯油購入費等給付事業
　�  ７，０８８万円

　
　
　
工
事
の
完
成
年
度
は
、
県

か
ら
示
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
滝
山
地
区
岩
波
、
本

沢
地
区
西
向
、
山
寺
地
区
地
蔵
堂

の
３
地
区
の
工
事
は
、
国
や
県
の

予
算
の
配
分
状
況
に
よ
り
、
事
業

の
進
展
に
影
響
が
出
て
い
る
。
山

寺
地
区
地
蔵
堂
は
平
成
２４
年
度
か

ら
事
業
を
着
手
し
て
お
り
、
予
算

が
配
分
さ
れ
れ
ば
、
３１
年
度
ま
で

の
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

滝
山
地
区
岩
波
、
本
沢
地
区
西
向

に
つ
い
て
は
、
３０
年
度
半
ば
ま
で

を
事
業
期
間
と
し
て
示
さ
れ
て
い

る
。

　
　
　
積
立
金
の
総
額
は
い
く
ら

か
。
ま
た
、
基
金
の
目
的
は
ど
の

山
形
県
施
行
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策

事
業
費
負
担
金 

７
３
４
万
円

　
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

（
県
が
実
施
）
に
対
し
、
負
担

金
を
支
出
し
ま
す
。

委
員

財
政
課
長

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
積
立
金

 

２
５
０
万
円

　
平
成
２９
年
度
下
半
期
と
３０
年

度
上
半
期
に
寄
せ
ら
れ
た
寄
付

金
な
ど
を
基
金
に
積
み
立
て
ま

す
。

委
員

総合的な子育て環境の整備と
　安全・安心なまちづくりに向けた
一般会計補正予算 36億3,820万円を

補 正 予 算
　
　
　
除
雪
を
行
う
距
離
と
除
雪

業
者
数
の
推
移
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
除
雪
を
行
う
距

離
は
、
平
成
２９
年
度
よ
り
も
３
・

６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
増
え
て
い
る
。

除
雪
業
者
は
、
重
機
の
不
具
合
や

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
高
齢
化
な
ど
に

よ
り
４
者
減
っ
た
こ
と
か
ら
、
３０

年
度
は
９６
者
で
実
施
す
る
こ
と
に

な
る
。
今
後
も
除
雪
講
習
会
な
ど

を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
担
い
手
育

成
に
努
め
て
い
く
。

除
排
雪
等
委
託
料

 

２
億
５
０
０
０
万
円

　
平
成
２９
年
度
の
実
績
を
踏
ま

え
、
予
算
額
を
増
額
し
ま
す
。

委
員

道
路
維
持
課
長
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通
学
路
や
医
療
機
関
周
辺

の
歩
道
、
橋
き
ょ
う

梁り
ょ
う

歩
道
部
の
除
雪

対
応
に
つ
い
て
、
質
的
な
配
慮
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

　
　
　
　
　
　
　
通
学
路
な
ど
は
、 

ハ
ン
ド
ロ
ー
タ
リ
ー
で
除
雪
し
て

お
り
、
通
勤
・
通
学
の
時
間
ま
で

の
完
了
を
目
標
に
し
て
い
る
が
、

手
動
の
た
め
難
し
い
と
こ
ろ
が
多

く
な
っ
て
い
る
。
目
標
時
間
ま
で

に
終
わ
る
よ
う
、
路
線
を
細
分
化

す
る
な
ど
、
歩
道
除
雪
の
充
実
化

を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　
就
学
児
以
上
が
対
象
の
放

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
希

望
者
は
、
今
後
も
増
加
が
見
込
ま

れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
子
ど
も
の
障

が
い
の
特
性
に
合
っ
た
療
育
が
で

き
る
よ
う
、
相
談
支
援
の
充
実
と

相
談
支
援
専
門
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
向
け
た
指
導
に
努
め
て
い
き

た
い
。

委
員

道
路
維
持
課
長

障
が
い
児
通
所
給
付
費

 

６
８
２
６
万
円

　
児
童
発
達
支
援
や
放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
の
増

加
に
伴
い
、
予
算
額
を
増
額
し

ま
す
。

委
員

障
が
い
福
祉
課
長

　
　
　
工
事
の
完
成
年
度
は
、
県

か
ら
示
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
滝
山
地
区
岩
波
、
本

沢
地
区
西
向
、
山
寺
地
区
地
蔵
堂

の
３
地
区
の
工
事
は
、
国
や
県
の

予
算
の
配
分
状
況
に
よ
り
、
事
業

の
進
展
に
影
響
が
出
て
い
る
。
山

寺
地
区
地
蔵
堂
は
平
成
２４
年
度
か

ら
事
業
を
着
手
し
て
お
り
、
予
算

が
配
分
さ
れ
れ
ば
、
３１
年
度
ま
で

の
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

滝
山
地
区
岩
波
、
本
沢
地
区
西
向

に
つ
い
て
は
、
３０
年
度
半
ば
ま
で

を
事
業
期
間
と
し
て
示
さ
れ
て
い

る
。

　
　
　
積
立
金
の
総
額
は
い
く
ら

か
。
ま
た
、
基
金
の
目
的
は
ど
の

山
形
県
施
行
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策

事
業
費
負
担
金 

７
３
４
万
円

　
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

（
県
が
実
施
）
に
対
し
、
負
担

金
を
支
出
し
ま
す
。

委
員

財
政
課
長

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
積
立
金

 

２
５
０
万
円

　
平
成
２９
年
度
下
半
期
と
３０
年

度
上
半
期
に
寄
せ
ら
れ
た
寄
付

金
な
ど
を
基
金
に
積
み
立
て
ま

す
。

委
員

よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
３０
年

度
末
の
基
金
積
立
見
込
額
は
２
億

１
４
０
０
万
円
と
な
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
ス
ポ
ー
ツ
の
ソ
フ
ト
事
業
に

活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。

　
　
　
都
市
計
画
街
路
事
業
の
進

展
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
県
が

施
行
し
て
い
る
道
路
で
、
暫
定
供

用
開
始
と
な
っ
て
い
る
道
路
の
完

成
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
３０
年
度
は
、 

国
の
交
付
金
が
要
求
額
の
７５
％
が

認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
す
で
に

着
手
し
て
い
る
３
路
線
に
集
中
し

て
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
見
通
し
と
し
て
は
、
諏
訪
町

七
日
町
線
の
大
龍
寺
工
区
が
３２
年

度
に
完
成
予
定
で
、
四
日
町
日
月

山
線
の
南
側
は
、
順
調
に
実
施
さ

れ
た
場
合
、
３２
年
度
に
は
形
が
見

え
て
く
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

暫
定
供
用
さ
れ
て
い
る
道
路
に
つ

い
て
は
、引
き
続
き
県
に
対
し
て
、

早
期
に
完
成
す
る
よ
う
申
し
入
れ

て
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

山
形
県
施
行
都
市
計
画
街
路
事
業
費

負
担
金 

５
３
９
３
万
円

　
街
路
事
業
（
県
が
実
施
）
に

対
し
、負
担
金
を
支
出
し
ま
す
。

委
員

都
市
政
策
課
長

　
　
　
除
雪
を
行
う
距
離
と
除
雪

業
者
数
の
推
移
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
除
雪
を
行
う
距

離
は
、
平
成
２９
年
度
よ
り
も
３
・

６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
増
え
て
い
る
。

除
雪
業
者
は
、
重
機
の
不
具
合
や

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
高
齢
化
な
ど
に

よ
り
４
者
減
っ
た
こ
と
か
ら
、
３０

年
度
は
９６
者
で
実
施
す
る
こ
と
に

な
る
。
今
後
も
除
雪
講
習
会
な
ど

を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
担
い
手
育

成
に
努
め
て
い
く
。

除
排
雪
等
委
託
料

 

２
億
５
０
０
０
万
円

　
平
成
２９
年
度
の
実
績
を
踏
ま

え
、
予
算
額
を
増
額
し
ま
す
。

委
員

道
路
維
持
課
長

　
　
　
道
路
の
除
排
雪
に
要
す
る

経
費
は
毎
年
補
正
を
し
て
い
る
が
、

除
雪
を
行
う
距
離
が
増
え
、
除
雪

業
者
が
減
る
中
、
市
民
の
安
全
を

守
る
た
め
に
は
、
当
初
予
算
で
必

要
な
経
費
を
計
上
す
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
除

排
雪
の
必
要
性
を
考
慮
し
な
が

ら
、
平
成
３１
年
度
の
予
算
編
成
に

当
た
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
平
成
３０
年
度
か
ら
除
雪
車

に
搭
載
さ
れ
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
に
よ

り
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
期
待
さ

れ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
除
雪
車
の
稼
動

状
況
や
軌
跡
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

委
員

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

委
員

道
路
維
持
課
長

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、

市
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

に
対
し
、
迅
速
な
対
応
が

可
能
と
な
る
。
ま
た
、
路

線
ご
と
の
苦
情
内
容
や
件

数
も
把
握
で
き
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
期
待

で
き
る
。
さ
ら
に
、
作
業

に
要
し
た
経
費
も
自
動
で

計
算
さ
れ
る
た
め
、
事
務

手
続
き
の
軽
減
が
見
込
ま

れ
る
。
導
入
初
年
度
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
動
作
な
ど

を
確
認
、
検
証
し
な
が
ら

効
率
の
良
い
除
雪
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。

▲ＧＰＳ機器の利用で効率の良い除雪を目指す
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降
も
、
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
地

区
が
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
整
備

を
支
援
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
こ
ど
も
の
医
療
費
が
増
え

て
い
る
要
因
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
要
因
の
一
つ

と
し
て
、
平
成
３０
年
の
初
め
に
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
長
い
期
間
流
行

し
た
こ
と
や
、
手
足
口
病
に
か
か

る
幼
児
が
多
か
っ
た
こ
と
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
国
民
健
康
保
険
事
業
財
政

調
整
基
金
に
約
６
億
３
７
０
０
万

円
を
積
み
立
て
る
と
の
こ
と
だ
が
、

今
後
の
見
込
み
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
３０
年

度
末
の
基
金
残
高
は
約
１４
億
円
に

な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

こ
ど
も
医
療
給
付
事
業

 

７
１
９
７
万
円

　
受
診
件
数
の
増
加
に
伴
い
、

予
算
額
を
増
額
し
ま
す
。

委
員

こ
ど
も
福
祉
課
長

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

 

９
億
８
１
８
５
万
円

　
平
成
２９
年
度
決
算
の
確
定
に

伴
う
繰
越
金
な
ど
に
よ
る
予
算

の
増
額
で
す
。

委
員

国
民
健
康
保
険
課
長

　
　
　
ソ
バ
や
大
豆
な
ど
、
転
作

作
物
の
作
付
面
積
の
状
況
は
ど
う

か
。

　
　
　
　
　
最
終
集
計
が
出
て
い

な
い
た
め
、
詳
細
な
数
字
は
不
明

で
あ
る
が
、
若
干
増
え
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
気
象
状
況
な
ど
の
影
響
に

よ
り
、
転
作
に
苦
労
し
て
い
る
面

も
見
ら
れ
、
収
量
の
減
少
も
考
え

ら
れ
る
中
、
今
後
、
水
田
畑
地
化

事
業
を
実
施
す
る
地
区
が
増
加
す

る
見
込
み
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
３１
年
度
以

水
田
畑
地
化
基
盤
強
化
対
策
事
業
費

負
担
金 

６
５
５
万
円

　
水
田
畑
地
化
基
盤
強
化
対
策

事
業
（
県
が
実
施
）
に
負
担
金

を
支
出
し
ま
す
。

委
員

農
政
課
長

委
員

農
村
整
備
課
長

日程 視察地 視察項目

１班 １０月９日（火）
　～１１日（木）

栃木県那須塩原市
議会運営および
議会改革について東京都調布市

東京都多摩市

２班 １０月１５日（月）
　～１７日（水）

大阪府八尾市
議会運営および
議会改革について大阪府堺市

大阪府寝屋川市

議会運営委員会　視察報告
　本市議会では、先進的な取り組みを行う他の自治体
などへの視察を行っています。

予算と決算の連動

　多摩市議会では、予算決算特別委員会を設置し、議会として
責任を持って翌年度予算につなげるという視点で、決算審査に
臨んでいます。市長部局の「多摩市行政経営報告書」を活用し、 
「施策」に注目して評価を行っており、この結果、市長部局と
行政評価の視点を共有できるようになったとのことでした。
　また、翌年度予算審議前に市長部局から評価に対する回答が
届き、市長部局側の応答責任も明確になっています。本市議会に
おいても今後検討すべき事項として、大変参考になるものでした。

議会運営委員会（１班）

地域と連携し発展していくための議会改革

　八尾市議会では、議会の活性化や開かれた議会を目指し、さ
まざまな議会改革に取り組んでいます。常任委員会では、市長
部局への監視強化・政策提言を目的に、所管の事務事業からテー
マを絞り、集中した所管事務調査を行っています。
　また、大阪経済法科大学との連携をはじめ、市民の声を市政
に反映させる仕組みのビジョンフォーラム２０５０の開催や、高校
生とのコラボレーションによる市議会だよりの発行など、地域
との連携や住民参加をより深めています。本市議会でも今後検
討すべきものとして、大変参考になるものでした。

議会運営委員会（２班）

　本市議会では、山形市議会基本条例の施行後、
５年が経過したことから、議会運営委員会を中心
に基本条例の検証を行いました。
　検証では、これまでの議会改革への取組実績の
評価を行い、さらなる議会改革に向けた９つの取
組方針を示しました。
　この中で、「議会報告会の開催方法の見直し」、 
「議会開会中の保育室の設置」、「山形市議会災害
時対応マニュアルの一部見直し」の３項目は、す
ぐに取り組み、「子ども議会の開催」や「広報委
員会の設置」などの６項目は、今後も継続して検
討していくこととしました。
　なお、山形市議会基本条例検証結果報告書は、
山形市議会ホームページよりご覧いただけます。
　今後も基本条例の理念のもと、市民に信頼され、
開かれた議会となるよう取り組んでまいります。

▲議長へ検証結果報告書を提出する議会運営委員会委員長

山形市議会基本条例を検証

▲作物が力強く実る転作地（ソバ畑）
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　スマートフォン・タブレットで
議会が視聴できます。
　お気軽にご活用ください。

スマホで視聴できます

ウェブサイト
で 検索山形市議会　中継

　日程は変更になる場合があります。
詳しくは議会事務局までお問い合わ
せください。

☎０２３（６４２）８４０４

２月２１日（木）
　　　～３月１９日（火）

３月定例会の日程
（予定）

　
１２
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
意

見
書
は
４
件
で
す
。
関
係
機
関
に

送
付
し
ま
し
た
。

　
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」
は
、
安
全

意
見
書
（
要
旨
）

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入
に
反
対

し
、
安
全
・
安
心
な
タ
ク
シ
ー

を
国
に
求
め
る
意
見
書

の
確
保
や
利
用
者
の
保
護
等
の
観

点
か
ら
大
き
な
問
題
が
生
じ
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、

次
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講

じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

１　
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」
は
、
利

用
者
の
安
全
・
安
心
に
極
め
て
大

き
な
懸
念
の
あ
る
業
態
で
あ
り
、

そ
の
容
認
を
行
わ
な
い
こ
と
。

２　
タ
ク
シ
ー
は
も
と
よ
り
、
バ

ス
や
鉄
道
を
含
め
た
地
域
公
共
交

通
維
持
・
発
展
に
向
け
た
総
合
的

な
諸
施
策
を
講
ず
る
こ
と
。

　
今
後
、
在
宅
医
療
・
介
護
の
需

要
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
、
看
護

師
の
賃
金
底
上
げ
な
ど
処
遇
の
改

善
、
人
材
確
保
と
体
制
強
化
の
実

現
が
必
要
と
考
え
、
次
の
事
項
を

強
く
要
望
す
る
。

１　
看
護
師
賃
金
水
準
の
底
上
げ

を
図
り
、
安
全
・
安
心
で
良
質
な

医
療
・
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

看
護
師
の
全
国
を
適
用
地
域
と

し
た
特
定
最
低
賃
金
の
新
設
を

求
め
る
意
見
書

続
け
る
た
め
に
、
全
国
を
適
用
対

象
と
し
た
看
護
師
の
特
定
最
低
賃

金
を
新
設
す
る
こ
と
。

　
今
後
、
在
宅
医
療
・
介
護
の
需

要
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
、
介
護

従
事
者
の
賃
金
底
上
げ
を
初
め
と

す
る
処
遇
の
改
善
、
人
材
確
保
と

体
制
強
化
の
実
現
が
必
要
と
考
え
、

次
の
事
項
を
強
く
要
望
す
る
。

１　
介
護
従
事
者
賃
金
水
準
の
底

上
げ
を
図
り
、
安
全
・
安
心
で
良

質
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続

け
る
た
め
に
、
全
国
を
適
用
対
象

と
し
た
介
護
従
事
者
の
特
定
最
低

賃
金
を
新
設
す
る
こ
と
。

介
護
従
事
者
の
全
国
を
適
用 

地
域
と
し
た
特
定
最
低
賃
金
の

新
設
を
求
め
る
意
見
書

　
地
域
経
済
を
再
生
さ
せ
る
上
で
、

最
低
賃
金
の
大
幅
な
引
き
上
げ
と

地
域
間
格
差
の
是
正
が
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
次
の
事
項
の
実
現

を
図
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

１　
ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
を
な
く

す
た
め
、
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き

上
げ
を
行
う
こ
と
。

２　
全
国
一
律
最
低
賃
金
制
度
の

確
立
等
、
地
域
間
格
差
を
縮
小
さ

せ
る
た
め
の
施
策
を
進
め
る
こ
と
。

３　
中
小
企
業
へ
の
支
援
策
の
拡

充
と
普
及
を
図
り
、
安
定
し
た
経

営
を
可
能
と
す
る
対
策
を
行
う
こ

と
。

４　
雇
用
の
創
出
と
安
定
に
資
す

る
政
策
を
実
施
す
る
こ
と
。

最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業

支
援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　１２月定例会で審議された請願は、請願者からの撤回の申し出があった１件
を除き、継続審査中の２件と、新たに提出された５件です。各委員会での審
査結果は以下の通りです。（※は意見陳述が行われたものです。）

請　　願

●議決の結果は、８ページ「議案の賛否一覧表」をご覧ください。
●請願第３号、第７号、第８号、第９号については、国の関係機関に意見書を送付しました。

件　　　　　　　名 紹介議員 所　管
委員会 結　果提　　　出　　　者

請　
　
　
　
　
　
　
願

第
３
号
継
続

最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を 
求める意見書の採択を求めることについて 阿曽　　隆

斉藤　栄治 産業文教
不採択

（ ）議決結果
は採択山形地域労働組合総連合

議長　東海林良二　ほか１人

第
５
号
継
続

政府に対して「森友学園」、「加計学園」 
疑惑の速やかな真相究明と国民に対する 
説明責任を果たすよう求める意見書の提出
に関することについて 佐藤　秀明 総　務 継続審査
山形地区平和センター
議長　小野祭樹

第
６
号
継
続

水道民営化を推し進める水道法改正案の 
成立に反対する意見書採択について 川口　充律

今野　誠一 環境建設 撤　回山形地区平和センター
議長　小野祭樹

第
７
号
新
規

看護師の全国を適用地域とした特定最低 
賃金の新設について 川口　充律

折原　政信
今野　誠一

厚　生 採　択山形県医療労働組合連合会
執行委員長　渡辺勇仁

第
８
号
新
規

介護従事者の全国を適用地域とした特定 
最低賃金の新設について 川口　充律

折原　政信
佐藤亜希子

厚　生 採　択山形県医療労働組合連合会
執行委員長　渡辺勇仁

第
９
号
新
規

ライドシェアの導入に反対し、安全・安心
なタクシーを国に求める意見書の提出に 
ついて 浅野　弥史

石澤　秀夫 総　務 採　択
山形県ハイヤー協会
会長　石川康夫　ほか１人

第
１０
号

新
規
※

国に対し「消費税増税中止を求める意見
書」の提出を求めることについて 高橋　公夫

今野　誠一 総　務 不採択山形民主商工会
代表　佐藤　弘

第
１１
号

新
規
※

人と動物との調和のとれた共生社会の実現
を目指すために、よりよい条例の制定を 
求めることについて 小野　　仁 厚　生 不採択（仮）山形市動物の愛護及び管理に関する 
条例を考える会
代表　柏倉美輝男
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１２月定例会　議決議案一覧
議案番号 件　　　　名　※山形市議会ホームページも併せてご覧ください。 議決結果
議第７１号 平成３０年度山形市一般会計補正予算 可決（全会一致）

議第７２号
～

議第７８号

平成３０年度山形市国民健康保険事業会計補正予算、平成３０年度山形市後期高齢者医療事業会計補正予算、
平成３０年度山形市介護保険事業会計補正予算、平成３０年度山形市区画整理事業会計補正予算、
平成３０年度山形市駐車場事業会計補正予算、平成３０年度山形市公設地方卸売市場事業会計補正予算、
平成３０年度山形市農業集落排水事業会計補正予算

可決（全会一致）

議第７９号 土地の取得について（市南部への児童遊戯施設整備事業用地） 同意（全会一致）

議第８０号
～

議第９４号

指定管理者の指定について（山寺芭蕉記念館、最上義光歴史館、総合福祉センター、漆山デイサービス�
センター、漆山やすらぎ荘、大曽根さわやか荘、黒沢いこい荘、斎場及び霊柩車、山形国際交流プラザ、�
産業歴史資料館、山形テルサ、観光案内センター、農業研修センター、総合スポーツセンターほか１３の�
体育施設、蔵王体育館及び蔵王ジャンプ台）

可決（全会一致）

議第１３５号 山形市部設置条例の一部改正について 可決（全会一致）

議第１３６号 山形市特別職の職員の給与に関する条例の一部改正について 可決（全会一致）

議第１３７号 山形市特別職の職員の旅費並びに費用弁償に関する条例の一部改正について 可決（全会一致）

議第１４０号 山形市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について 可決（全会一致）

議第１４６号 平成３０年度山形市一般会計補正予算 可決（一覧表参照）

議第１４７号
～

議第１５０号
平成３０年度山形市国民健康保険事業会計補正予算、平成３０年度山形市後期高齢者医療事業会計補正予算、
平成３０年度山形市介護保険事業会計補正予算、平成３０年度山形市公設地方卸売市場事業会計補正予算 可決（全会一致）

議第１５１号 山形市特別職の職員の給与に関する条例及び山形市教育委員会教育長の給与、旅費、勤務時間その他の�
勤務条件に関する条例の一部改正について 可決（一覧表参照）

議第１５２号 山形市一般職の職員の給与に関する条例及び山形市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正
について 可決（全会一致）

議第１５３号 山形市特別職の職員の給与に関する条例の一部改正について 可決（全会一致）

議案番号 件　　　　名　※内容は７ページの「意見書（要旨）」をご覧ください。 議決結果
議会案第４号 ライドシェアの導入に反対し、安全・安心なタクシーを国に求める意見書の提出について 可決（全会一致）

議会案第５号 看護師の全国を適用地域とした特定最低賃金の新設を求める意見書の提出について 可決（一覧表参照）

議会案第６号 介護従事者の全国を適用地域とした特定最低賃金の新設を求める意見書の提出について 可決（一覧表参照）

議会案第７号 最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書の提出について 可決（一覧表参照）

◆ ○＝賛成　×＝反対　退＝退席　　◆渡邊元議長は採決に加わらない。　◆会派「無」は会派所属なし。

◆ 賛成と反対の双方や退席などがあった場合に表示しています。議案の賛否一覧表
  会派
  議員名

議案
議会案番号

翔政会 市民連合山形市議団 緑政会 共産党 公明党 無 遠
藤
吉
久
副
議
長

渡
邊

元
議
長

議決
結果

仁
藤

俊

浅
野
弥
史

田
中
英
子

伊
藤
香
織

中
野
信
吾

菊
地
健
太
郎

遠
藤
和
典

丸
子
善
弘

長
谷
川
幸
司

須
貝
太
郎

斎
藤
武
弘

鈴
木
善
太
郎

髙
橋
昭
弘

高
橋
公
夫

佐
藤
秀
明

伊
藤
美
代
子

川
口
充
律

斉
藤
栄
治

石
澤
秀
夫

加
藤

孝

渋
江
朋
博

武
田

聡

小
野

仁

斎
藤
淳
一

阿
曽

隆

佐
藤
亜
希
子

今
野
誠
一

松
田
孝
男

武
田
新
世

折
原
政
信

尾
形
源
二

議 第 ９８ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可　決
議 第 １４６ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 退 退 ○ ○ ○ ○ ○ － 可　決
議 第 １５１ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ － 可　決
議会案第５号 × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可　決
議会案第６号 × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可　決
議会案第７号 × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ － 可　決
継続請願第３号 × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ － 採　択
請 願 第 ７ 号 × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 採　択
請 願 第 ８ 号 × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 採　択
請 願 第 １０ 号 × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 退 退 退 ○ ○ ○ × × × ○ ○ － 不採択
請 願 第 １１ 号 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × × × × × × × － 不採択
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議案番号 件　　　　名　※山形市議会ホームページも併せてご覧ください。 議決結果
議第９５号 山形市外部監査契約に基づく監査に関する条例の設定について 可決（全会一致）
議第９６号 山形市保健所条例の設定について 可決（全会一致）
議第９７号 山形市食肉衛生検査所条例の設定について 可決（全会一致）
議第９８号 山形市動物の愛護及び管理に関する条例の設定について 可決（一覧表参照）
議第９９号 山形市医療法施行条例の設定について 可決（全会一致）
議第１００号 山形市食品衛生法施行条例の設定について 可決（全会一致）
議第１０１号 山形市興行場法施行条例の設定について 可決（全会一致）
議第１０２号 山形市旅館業法施行条例の設定について 可決（全会一致）
議第１０３号 山形市公衆浴場法施行条例の設定について 可決（全会一致）
議第１０４号 山形市理容師法施行条例の設定について 可決（全会一致）
議第１０５号 山形市美容師法施行条例の設定について 可決（全会一致）
議第１０６号 山形市クリーニング業法施行条例の設定について 可決（全会一致）
議第１０７号 山形市化製場等に関する法律施行条例の設定について 可決（全会一致）
議第１０８号 山形市保健衛生関係手数料条例の設定について 可決（全会一致）
議第１０９号 山形市小規模水道条例の設定について 可決（全会一致）
議第１１０号 山形市感染症診査協議会条例の設定について 可決（全会一致）
議第１１１号 山形市浄化槽保守点検業者の登録に関する条例の設定について 可決（全会一致）
議第１１２号 山形市社会福祉審議会条例の設定について 可決（全会一致）
議第１１３号 山形市民生委員定数条例の設定について 可決（全会一致）
議第１１４号 山形市保護施設等の設備及び運営に関する基準を定める条例の設定について 可決（全会一致）
議第１１５号 山形市指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の設定について 可決（全会一致）

議第１１６号 山形市指定介護予防サービス等の事業の人員、設備及び運営並びに指定介護予防サービス等に係る
介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の設定について 可決（全会一致）

議第１１７号 山形市指定介護老人福祉施設の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の設定について 可決（全会一致）
議第１１８号 山形市介護老人保健施設の人員、施設及び設備並びに運営に関する基準を定める条例の設定について 可決（全会一致）
議第１１９号 山形市指定介護療養型医療施設の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の設定について 可決（全会一致）
議第１２０号 山形市介護医療院の人員、施設及び設備並びに運営に関する基準を定める条例の設定について 可決（全会一致）
議第１２１号 山形市軽費老人ホームの設備及び運営に関する基準を定める条例の設定について 可決（全会一致）
議第１２２号 山形市養護老人ホームの設備及び運営に関する基準を定める条例の設定について 可決（全会一致）
議第１２３号 山形市特別養護老人ホームの設備及び運営に関する基準を定める条例の設定について 可決（全会一致）
議第１２４号 山形市障がい福祉サービス事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の設定について 可決（全会一致）
議第１２５号 山形市指定障がい福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の設定について 可決（全会一致）
議第１２６号 山形市障がい者支援施設の設備及び運営に関する基準を定める条例の設定について 可決（全会一致）
議第１２７号 山形市指定障がい者支援施設の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の設定について 可決（全会一致）
議第１２８号 山形市地域活動支援センターの設備及び運営に関する基準を定める条例の設定について 可決（全会一致）
議第１２９号 山形市福祉ホームの設備及び運営に関する基準を定める条例の設定について 可決（全会一致）
議第１３０号 山形市児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例の設定について 可決（全会一致）
議第１３１号 山形市幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、設備及び運営に関する基準を定める条例の設定について 可決（全会一致）
議第１３２号 山形市屋外広告物条例の設定について 可決（全会一致）
議第１３３号 山形市保健センター条例の廃止について 可決（全会一致）
議第１３４号 山形市景観条例の全部改正について 可決（全会一致）
議第１３８号 山形市特別会計条例の一部改正について 可決（全会一致）
議第１３９号 山形市手数料条例の一部改正について 可決（全会一致）
議第１４１号 山形市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部改正について 可決（全会一致）
議第１４２号 山形市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部改正について 可決（全会一致）
議第１４３号 山形市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部改正について 可決（全会一致）

議第１４４号 山形市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための
効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部改正について 可決（全会一致）

議第１４５号 山形市廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例の一部改正について 可決（全会一致）

１２月定例会 議決議案一覧（中核市移行に関連するもの）
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※　高次都市機能…  行政、教育、文化、商業、交通など住民生活や企業の経済活動に対し、各種のサービスを提供する都市自体が持つ高いレベル
の機能であり、都市圏を越え、広域的に影響力のある機能。

　
　
中
核
市
移
行
後
の
連
携
中
枢

都
市
圏
形
成
に
向
け
た
進
展
状
況

と
形
成
時
期
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

　
　
関
係
す
る
市
町
に
平
成
３１
年

QA

度
中
に
連
携
協
約
の
議
決
を
も
ら

え
る
よ
う
協
議
を
進
め
た
後
、
連

携
中
枢
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

し
、
３２
年
度
よ
り
連
携
事
業
を
開

始
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

　
　
連
携
中
枢
都
市
圏
形
成
に
併

せ
、
広
域
的
な
施
設
整
備
方
針
を

策
定
し
、
高※

次
都
市
機
能
と
し
て

屋
内
長
水
路
プ
ー
ル
を
整
備
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
屋
内
長
水
路
プ
ー
ル
は
、
広

域
利
用
に
資
す
る
施
設
と
位
置
付

け
て
お
り
、
山
形
市
重
要
要
望
事

業
と
し
て
県
知
事
や
県
教
育
庁
へ

要
望
を
行
う
な
ど
、
県
や
関
係
機

関
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
に

対
し
、地
域
課
題
を
調
査
研
究
し
、

課
題
解
決
に
備
え
て
は
ど
う
か
。

　
　
県
が
行
っ
た
外
国
人
労
働
者

の
受
け
入
れ
に
関
す
る
調
査
に
加

え
、
本
市
で
も
地
元
企
業
に
対
す

る
聞
き
取
り
を
行
い
、
今
後
の
対

応
な
ど
の
検
討
に
生
か
し
て
い
く
。

　
　
大
津
市
保
健
所
で
は
、
子
ど

も
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

各
種
相
談
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

本
市
も
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
大
津
市
子
ど
も
発
達
相
談
セ

ン
タ
ー
は
、
子
ど
も
の
発
達
相
談

に
特
化
し
た
機
能
を
有
す
る
な
ど
、

参
考
に
す
べ
き
と
こ
ろ
が
多
く
あ

る
と
考
え
る
。
今
後
も
、
よ
り
良

い
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
あ
り
方
を
調

査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
近
隣
市
の
状
況
を
踏
ま
え
、

QA

QAQ

AQ

●�一般質問の内容を要約して掲載しています。また、議会ホームページで録画映像がご覧いただけます。

一 般 質 問

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

　

一
般
質
問
と
は　
議
員
が
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の

執
行
状
況
や
政
策
方
針
に
つ
い
て
、
市
長
や
担
当
す
る
各
部

長
な
ど
に
質
問
す
る
こ
と
で
す
。
１２
月
定
例
会
で
は
、
１２
月

４
日
と
５
日
の
２
日
間
で
８
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し

た
の
で
、
主
な
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

質
問
者

質
問
の
要
旨

（
翔

政

会
）

伊
藤　
香
織
雇
用
対
策
の
充
実
、
妊
婦
と
子
ど
も
の
歯
の
健
康

づ
く
り
、
重
粒
子
線
が
ん
治
療
施
設
利
用
者
へ
の

支
援
、
働
く
マ
マ
の
夕
食
支
援　
ほ
か

阿
曽　
　
隆

（
日
本
共
産
党
山
形
市
議
団
）

介
護
職
員
の
不
足
問
題
、
国
民
健
康
保
険
税
の
負

担
軽
減
、障
が
い
者
へ
の
支
援
、自
殺
予
防
教
育
、

ひ
き
こ
も
り
対
策

伊
藤
美
代
子

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

女
性
活
躍
推
進
の
取
り
組
み
、
生
活
保
護
に
対
す

る
考
え
方
、市
役
所
へ
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
設
置
、

精
神
障
が
い
者
の
支
援　
ほ
か

松
田　
孝
男

（
公
明
党
山
形
市
議
団
）

健
康
医
療
先
進
都
市
を
目
指
し
て
、防
災
・
減
災
、

蔵
王
の
観
光
振
興
、
市
立
図
書
館
、
自
治
体
業
務

の
効
率
化
と
省
力
化　
ほ
か

（
翔

政

会
）

丸
子　
善
弘
中
核
市
、
ま
ち
づ
く
り
、
地
方
卸
売
市
場
、
山
形

市
立
商
業
高
校
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場　
ほ
か

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

佐
藤　
秀
明
保
育
、
水
道
事
業
、
教
育
問
題
、
財
政
の
認
識
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
と
環
境
、
災
害
対
策
、

動
物
愛
護

武
田　
　
聡

（
緑

政

会
）
地
方
創
生
の
検
証
と
各
種
課
題
、
中
核
市
移
行
後

の
連
携
中
枢
都
市
圏
形
成
へ
向
け
た
取
り
組
み
状

況
は
、
子
育
て
施
策
の
現
状
と
課
題　
ほ
か

遠
藤　
和
典

（
翔

政

会
）
中
心
市
街
地
、
コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
都
市
に
向
け
て
、
新
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア

ム
誘
致
、
地
域
防
災
体
制
の
充
実　
ほ
か

武
田　
　
聡 

議
員

実
効
性
の
高
い

連
携
中
枢
都
市
圏
形
成
を
！
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介
護
職
員
の
確
保
と
定
着
を

図
る
た
め
、
各
種
資
格
取
得
費
用

や
新
規
就
労
者
へ
の
準
備
金
、
夜

勤
者
へ
の
手
当
増
額
な
ど
に
助
成

し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
喀か
く
痰た
ん
吸

引
等
研
修
や
初
任
者
研
修
、
介
護

福
祉
士
実
務
者
研
修
に
助
成
し
、

介
護
事
業
所
に
お
け
る
人
材
確
保

対
策
に
支
援
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
介
護
の
人
材
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
は
、
平
成
３０
年
度
に
設

置
し
た
山
形
市
介
護
人
材
確
保
推

進
協
議
会
で
検
討
し
て
い
く
。
初

任
者
研
修
や
介
護
福
祉
士
実
務
者

研
修
は
県
で
支
援
し
て
お
り
、
本

市
で
は
、
条
件
は
あ
る
も
の
の
安

定
雇
用
促
進
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
給
付

QA 本
市
で
も
、
こ
ど
も
医
療
給
付
の

対
象
者
を
高
校
生
ま
で
拡
充
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
施
策
と
の
関
わ

り
や
市
民
ニ
ー
ズ
、
他
自
治
体
と

の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
慮
し
、
子

育
て
支
援
施
策
の
総
合
的
な
検
討

の
中
で
考
え
て
い
く
。

　
　
霞
城
公
園
北
側
エ
リ
ア
に
ガ

イ
ダ
ン
ス
施
設
の
建
設
を
進
め
る

と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
も

の
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
山
形
城
跡
の
学
習
に
必
要
な

施
設
の
整
備
を
検
討
し
て
い
る
。

施
設
の
位
置
は
、
野
球
場
跡
地
を

想
定
し
て
お
り
、
文
化
庁
や
有
識

者
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　
　
３０
年
度
か
ら
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を

活
用
し
た
除
雪
運
行
管
理
シ
ス
テ

ム
を
運
用
す
る
が
、
独
居
高
齢
者

や
障
が
い
の
あ
る
方
の
位
置
情
報

を
イ
ン
プ
ッ
ト
し
、
優
先
的
に
間

口
処
理
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
一
斉
除
雪
時
は
、
交
通
の
安

全
確
保
を
図
る
た
め
、
通
勤
・
通

学
の
時
間
帯
ま
で
に
完
了
す
る
必

要
が
あ
り
、
迅
速
性
や
効
率
性
が

求
め
ら
れ
る
た
め
、
現
状
で
は
、

間
口
処
理
の
対
応
は
困
難
な
状
況

で
あ
る
が
、
今
後
、
他
自
治
体
の

事
例
を
研
究
し
て
い
く
。

　
　
熊
本
市
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
株
式
会

社
と
連
携
協
定
を
締
結
し
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
地
域
情
報
の
配

信
や
市
職
員
の
参
集
訓
練
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
。
本
市
で
も
総
合

的
な
運
用
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
簡
便
で
多
く
の
方
が
利
用
し

て
お
り
、
災
害
時
の
情
報
伝
達
手

段
と
し
て
効
果
的
と
考
え
ら
れ
る

た
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
さ
ら
な
る
有
効

活
用
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

AQ

AQ

A

QA

金
事
業
も
実
施
し
て
い
る
。
喀
痰

吸
引
等
研
修
は
、
事
業
者
か
ら
実

態
を
聞
き
、
本
市
で
対
応
が
難
し

い
も
の
は
、
国
や
県
に
要
望
す
る

な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
国
民
健
康
保
険
税
は
、
他
の

保
険
制
度
と
比
べ
て
負
担
が
重
い
。

特
に
均
等
割
は
、
所
得
が
同
じ
で

も
多
子
世
帯
ほ
ど
負
担
が
重
く
な

る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
の
均
等
割

額
を
軽
減
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
子
ど
も
に
係
る
均
等
割
額
の

軽
減
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
他

市
の
状
況
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、

国
全
体
と
し
て
の
支
援
制
度
の
創

設
を
、
市
長
会
を
通
じ
、
国
に
対

し
て
要
望
し
て
い
く
。

　
　
障
が
い
者
へ
の
支
援
の
た
め
、

重
度
心
身
障
が
い
者
福
祉
手
当
を

増
額
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
身

体
・
知
的
・
精
神
の
各
支
援
制
度

に
は
格
差
が
あ
る
た
め
、
重
度
心

身
障
が
い
者
福
祉
手
当
や
重
度
心

身
障
が
い
（
児
）
者
医
療
給
付
の

対
象
者
を
精
神
障
が
い
者
保
健
福

祉
手
帳
２
級
ま
で
拡
充
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　
重
度
心
身
障
が
い
者
福
祉
手

当
の
支
給
対
象
者
の
拡
充
や
支
給

額
の
増
額
は
、
現
行
の
支
給
要
件

に
お
け
る
障
が
い
の
程
度
と
の
バ

ラ
ン
ス
な
ど
を
考
慮
し
、
他
市
の

事
例
な
ど
を
参
考
に
検
討
し
て
い

く
。
ま
た
、
県
の
補
助
制
度
を
活

用
し
た
、重
度
心
身
障
が
い
（
児
）

者
医
療
給
付
制
度
の
対
象
者
の
拡

充
は
、
医
療
給
付
の
対
象
と
な
っ

て
い
な
い
身
体
障
が
い
者
手
帳
や

療
育
手
帳
な
ど
の
等
級
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
見
な
が
ら
、
県
の
動
向
を

注
視
し
て
い
く
。

　
　
若
年
層
の
自
殺
を
予
防
す
る

た
め
、
授
業
の
一
環
と
し
て
、
子

ど
も
自
身
が
心
の
危
機
の
対
処
を

学
ぶ
、
自
殺
予
防
教
育
に
取
り
組

む
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
策
定
を
予
定
し
て
い
る
「
い

の
ち
支
え
る
山
形
市
自
殺
対
策
計

画
」を
踏
ま
え
、各
学
校
で
い
じ
め

の
未
然
防
止
、早
期
発
見
・
対
応
、

教
育
相
談
や
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
教

育
の
一
層
の
充
実
に
努
め
、
将
来

的
な
自
殺
予
防
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
　
山
形
市
保
健
所
が
設
置
さ
れ

る
が
、
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
ど
う

取
り
組
む
の
か
。
ま
た
、
本
人
の

状
況
に
応
じ
た
切
れ
目
な
い
支
援

体
制
を
構
築
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
山
形
市
保
健
所
に
精
神
科
医

や
保
健
師
な
ど
に
よ
る
相
談
窓
口

設
置
の
準
備
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

同
じ
悩
み
を
抱
え
る
家
族
同
士
の

情
報
交
換
の
機
会
を
設
け
る
な
ど
、

相
談
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
体
制

の
構
築
を
図
っ
て
い
く
。

QAQ

AQ

AQA

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
・

事
業
所
支
援
の
助
成
や
支
援
策
を

阿
曽　
　
隆 
議
員

▲障がい者への充実した支援を ▲霞城公園の具体的整備方針と歴史の見える化を
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官※
１
民
連
携
基
盤
整
備
推
進
調

査
費
を
活
用
し
、
山
形
駅
前
全
体

の
再
開
発
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

「
民
間
の　
力
も
借
り
て
一
工
夫　

Q

夢
が
広
が
る
駅
前
利
用
」

　
　
旧
ビ
ブ
レ
跡
地
に
は
、
日
本

一
の
観
光
案
内
所
の
設
置
を
検
討

す
る
と
し
て
い
る
。
今
後
、
実
際

に
事
業
化
さ
れ
る
場
合
は
、
制
度

A
　
　
女
性
の
活
躍
推
進
に
向
け
て
、

ど
の
よ
う
な
施
策
を
展
開
し
て
い

く
の
か
。

　
　
「
山
形
市
職
業
生
活
に
お
け

る
女
性
活
躍
推
進
計
画
」
に
基
づ

き
、
女
性
の
就
労
、
活
躍
を
支
援

す
る
講
座
や
研
修
会
の
実
施
な
ど

を
中
心
に
、
女
性
の
活
躍
推
進
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　
　
本
市
の
女
性
職
員
の
採
用
状

況
は
ど
う
か
。ま
た
、山
形
市
役
所

女
性
活
躍
推
進
特
定
事
業
主
行
動

計
画
で
女
性
管
理
職
の
割
合
を
平

成
３６
年
度
に
は
３０
％
以
上
と
す
る

目
標
を
掲
げ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
に
登
用
率
を
上
げ
て
い
く
の
か
。

QAQ

の
活
用
も
検
討
し
て
い
く
。「
駅え
き

頭と
う
の　
デ
ッ
キ
に
立
ち
て
見
下
ろ

せ
ば　
思
い
は
募
る
観
光
拠
点
」

　
　
保
健
所
は
市
内
に
二
つ
も
い

ら
な
い
の
で
は
、と
の
声
が
あ
る
。

市
保
健
所
の
設
置
に
伴
い
、
村
山

保
健
所
が
移
転
改
築
と
な
っ
た
場

合
の
再
開
発
は
考
え
て
い
る
の
か
。

「
中
心
部　
保
健
所
あ
り
き
い
い

の
か
な　
市
民
の
声
が
動
か
す
力
」

　
　
県
か
ら
移
転
の
考
え
は
な
い

と
聞
い
て
い
る
が
、
継
続
的
に
話

し
合
い
を
続
け
て
い
く
。「
ま
ち

な
か
に　
新
た
な
夢
を
描
く
と
き　

垣
根
を
越
え
て
知
恵
寄
せ
合
わ
ん
」

　
　
耐
用
年
数
ま
で
、
あ
と
１４
年

と
な
っ
た
済
生
館
の
再
整
備
に
対

す
る
考
え
方
は
ど
う
か
。「
こ
れ

か
ら
の　
役
割
見
据
え
論
じ
よ
う　

広
さ
確
保
で
利
用
者
安
ど
」

　
　
交
通
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
か

ら
、
中
心
市
街
地
エ
リ
ア
で
の
整

備
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。「
明

治
よ
り　
つ
づ
く
い
の
ち
の
砦
か

な　
次
代
に
つ
な
ぐ
市
立
病
院
」

　
　
Ｊ
Ｒ
羽
前
千
歳
駅
を
起
点
と

し
た
「
北
の
み
く
る
り
ん
バ
ス
」

を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。「
北
く

る
り　
バ
ス
が
紡
ぐ
よ
副
都
心　

車
い
ら
ず
の
モ
デ
ル
地
域
に
」

Q

AQ

AQ

　
　
職
員
採
用
は
能
力
に
基
づ
き

選
考
し
て
お
り
、
３０
年
度
採
用
職

員
に
占
め
る
女
性
職
員
の
割
合
は

５１
・
４
％
で
あ
る
。
ま
た
、
全
管

理
職
に
占
め
る
女
性
管
理
職
の
割

合
は
２０
・
４
％
で
あ
る
が
、
管
理

職
候
補
と
な
る
係
長
級
は
３５
・

８
％
を
女
性
が
占
め
て
い
る
。
今

後
も
積
極
的
な
登
用
を
図
り
、
女

性
管
理
職
の
割
合
を
上
げ
て
い
く
。

　
　
生
活
保
護
制
度
利
用
者
を

「
受
給
者
」
と
表
現
す
る
こ
と
は
、

偏
見
を
与
え
か
ね
な
い
。
生
活
に

困
窮
し
て
い
る
方
を
制
度
利
用
に

導
く
た
め
、
誤
解
や
偏
見
を
な
く

す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
生
活
保
護
の
し
お
り
で
使
用

し
て
い
る
生
活
保
護
の
適
用
を
示

す
表
現
が
、
制
度
の
利
用
を
た
め

ら
う
も
の
に
な
ら
な
い
よ
う
、
他

自
治
体
の
例
も
参
考
に
、
見
直
し

の
有
無
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
市
民
の
利
便
性
の
向
上
と
、

階
段
の
利
用
が
困
難
な
方
の
た
め

に
、
市
庁
舎
１
階
の
市
民
ホ
ー
ル

階
段
を
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
改
修

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
構
造
上
の
課
題
が
大
き
く
、

改
修
は
難
し
い
た
め
、
正
面
玄
関

に
一
番
近
い
障
が
い
者
優
先
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
表
示
を
よ
り
分
か
り

や
す
い
も
の
に
し
、
階
段
利
用
の

困
難
な
方
が
優
先
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
、
一
層
配
慮
し
て
い
く
。

　
　
精
神
障
が
い
者
の
退
院
後
の

住
居
確
保
や
、
地
域
の
理
解
を
得

る
た
め
の
支
援
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
　
指
定
相
談
支
援
事
業
者
が
入

院
中
か
ら
相
談
を
受
け
、
住
居
確

保
の
た
め
の
援
助
や
生
活
支
援
の

調
整
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
障
が

い
が
あ
る
方
も
な
い
方
も
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現

を
目
指
し
、
地
域
住
民
の
障
が
い

に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
の

周
知
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
介
護
事
業
所
に
お
け
る
外
国

人
ス
タ
ッ
フ
の
受
け
入
れ
に
対
し
、

支
援
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
市
内
事
業
所
の
受
け
入
れ
状

況
を
見
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て

事
業
所
な
ど
の
意
見
を
聞
き
、
国

や
県
へ
の
働
き
か
け
や
要
望
を

行
っ
て
い
く
。

　
　
山
形
市
介
護
人
材
確
保
推
進

協
議
会
を
設
置
し
た
が
、
介
護
の

人
材
確
保
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
介
護
職
員
へ
の
グ
ル
ー
プ
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
な
ど
、
介
護

現
場
の
実
態
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

各
事
業
者
や
団
体
な
ど
の
取
り
組

み
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
本
市

の
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

AQA

QAQA

QAQA

※　遠藤和典議員が質問の一部を短歌形式で行い、市長も同様の形式で回答した。

※１　官民連携基盤整備推進調査費…  民間事業活動と一体的に実施する基盤整備の事業化検討について、国土交通省が地方公共団体に対して調査
費を補助する制度。

女
性
活
躍
推
進
と

市
女
性
職
員
の
登
用
状
況
は

伊
藤
美
代
子 

議
員

民※

間
の　
力
も
借
り
て
一ひ

と
工
夫　

夢
が
広
が
る
駅
前
利
用

遠
藤　
和
典 

議
員

▲市庁舎１階市民ホール階段に
　エスカレーターの設置を
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が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
を

目
指
し
、
健
診
申
込
書
を
オ※
１
プ
ト

ア
ウ
ト
化
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
に

は
ど
の
よ
う
な
手
法
が
有
効
か
、

申
し
込
み
の
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
化
も

含
め
、調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

　
　
妊
婦
の
歯
科
健
診
を
無
料
に

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
妊
婦
歯
科
健
診
に
つ
い
て
は
、

他
市
の
事
例
を
参
考
に
、
市
歯
科

医
師
会
な
ど
の
関
係
機
関
と
十
分

に
協
議
し
な
が
ら
、
調
査
研
究
し

て
い
く
。

　
　
災
害
を
想
定
し
た
タ※
２
イ
ム
ラ

QAQAQ
　
　
北
部
エ
リ
ア
を
運
行
す
る
循

環
型
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
の
あ

り
方
は
、
地
域
別
意
見
交
換
会
を

重
ね
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。「
英

知
集
め　
市
民
の
足
を
確
保
せ
ん　

地
域
の
思
い
か
な
え
る
道
を
」

　
　
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
を
中

核
と
す
る
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

を
設
置
し
、
誘
致
競
争
に
備
え
る

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。「
ま
ち

づ
く
り　
蹴
し
ゅ
う

球き
ゅ
う

場
が
核
と
な
り　

知
恵
を
集
め
て
描
く
未
来
図
」

　
　
今
後
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置
な

ど
、
関
係
す
る
部
署
の
連
携
に
よ

り
対
応
し
て
い
く
。「
夢
運
ぶ　

青
き
戦
士
に
導
か
れ　
ひ
と
が
集

う
や
新
し
き
ま
ち
」

　
　
自
主
防
災
組
織
と
民
間
企
業

の
協
定
に
よ
り
、
民
間
施
設
を
一

時
避
難
所
と
し
て
活
用
す
る
取
り

組
み
を
拡
充
し
て
は
ど
う
か
。「
防

災
が　
結
ぶ
ご
縁
だ
地
域
企
業　

見
え
る
貢
献
互
い
に
笑
顔
」

　
　
地
区
避
難
所
や
一
時
避
難
場

所
と
し
て
、
民
間
施
設
の
活
用
を

調
査
研
究
し
て
い
く
。「
避
難
者

を　
や
さ
し
く
包
む
そ
の
施
設　

地
域
に
生
き
る
共
助
の
こ
こ
ろ
」

　
　
二
代
目
鍋
太
郎
を
、
日
本
遺

産
認
定
で
注
目
を
集
め
る
山
寺
地

区
で
活
用
し
て
は
ど
う
か
。「
山

寺
に　
新
た
な
具
材
投
入
し　
客

を
沸
か
す
が
新
た
な
役
目
」

　
　
日
本
一
の
芋
煮
会
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
協
議
会
で
活
用
の
あ
り

方
な
ど
の
最
終
調
整
を
行
っ
て
い

る
。今
後
、意
向
が
定
ま
っ
た
場
合

は
、最
大
限
の
対
応
を
し
て
い
く
。

「
一
線
を　
退ひ

け
ど
輝
く
鍋
に
な

お　
命
吹
き
込
む
と
こ
ろ
求
め
ん
」

AQ

AQ

AQ

A

イ
ン
を
策
定
し
、
地
域
防
災
計
画

に
盛
り
込
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
洪
水
被
害
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

を
基
に
、
関
係
部
署
の
役
割
・
行

動
を
明
確
に
し
た
詳
細
版
の
山
形

市
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
策
定
を
進
め

て
い
る
。
今
後
、
さ
ら
に
有
事
の

際
の
円
滑
な
防
災
行
動
に
つ
な
が

る
よ
う
、
適
宜
見
直
し
、
計
画
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
防
災
・
減
災
対
策
の
一
環
と

し
て
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
よ
り

積
極
的
な
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん

で
は
ど
う
か
。
ま
た
、
設
置
費
用

の
助
成
制
度
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

　
　
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
し
て

啓
発
を
行
っ
て
い
く
。
設
置
費
用

の
助
成
は
、
国
の
動
向
や
周
辺
自

治
体
の
取
り
組
み
を
注
視
し
な
が

ら
、
調
査
研
究
を
続
け
て
い
く
。

　
　
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な

る
充
実
と
向
上
を
図
る
た
め
、
司

書
を
増
員
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
司
書
の
増
員
は
、
関
係
部
署

と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　
埼
玉
県
三
郷
市
を
モ
デ
ル
と

し
た
電
子
図
書
館
を
開
設
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
電
子
図
書
館
に
つ
い
て
は
、

実
施
し
て
い
る
図
書
館
の
状
況
な

ど
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
蔵
王
温
泉
ス
キ
ー
場
の
通
年

利
用
の
拡
大
の
た
め
、
関
係
団
体

と
連
携
し
て
、
サ
マ
ー
ゲ
レ
ン
デ

の
整
備
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
蔵
王
に
有
効
な
誘
客
方
法
を

地
元
関
係
者
や
県
と
検
討
し
て
い

る
。
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
な
ど
の
山

岳
観
光
や
サ
マ
ー
ゲ
レ
ン
デ
な
ど

を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢
の

中
で
、
よ
り
効
果
的
な
誘
客
を
調

査
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　
樹
氷
を
つ
く
り
だ
す
ア
オ
モ

リ
ト
ド
マ
ツ
の
害
虫
被
害
が
年
々

拡
大
し
、
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
市
が
積
極
的
に
関
係
機
関

に
対
し
、
対
応
を
求
め
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
平
成
３０
年
１１
月
３０
日
に
も
、

国
・
県
・
市
に
お
い
て
検
討
会
が

開
催
さ
れ
て
い
る
。
本
市
と
し
て

も
、
樹
氷
の
存
続
に
向
け
、
国
に

対
し
適
切
な
対
応
を
働
き
か
け
る

と
と
も
に
、
国
や
県
と
連
携
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
や
事
務

処
理
の
自
動
化
技
術
（
Ｒ※
３

Ｐ
Ａ
）

を
導
入
し
、
業
務
の
効
率
化
・
省

力
化
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
業
務
の
効
率
化
・
省
力
化
に

大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と

か
ら
、
平
成
３１
年
度
以
降
の
導
入

に
向
け
、
具
体
的
に
検
討
を
進
め

て
い
く
。

AQAQ

AQAQA

QAQA

▲発芽したアオモリトドマツの稚樹 ▲北くるり　車いらずの　便利なまちへ

※１　オプトアウト…受診者がすべての健診を受けることを前提として、受診しない健診を選ぶ方式。
※２　タイムライン…災害が発生することを前提に、防災行動とその実施主体を時系列で整理した防災行動計画。
※３　ＲＰＡ…Robotic Process Automationの略称。定型的なパソコン操作などの事務処理をソフトウェアロボットにより自動化する技術。

健
康
・
安
心
の
ま
ち
を

目
指
せ

松
田　
孝
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議
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水
道
事
業
の
経
営
状
況
と
広

域
化
へ
の
考
え
は
ど
う
か
。
ま
た
、

水
道
法
改
正
案
の
成
立
が
見
込
ま

れ
て
い
る
が
、
水
道
事
業
の
民
営

Q

化
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
給
水
収
益
の
減
少
な
ど
で
厳

し
い
経
営
状
況
で
は
あ
る
が
、
支

出
の
抑
制
に
努
め
、
黒
字
で
推
移

A
　
　
健
康
医
療
先
進
都
市
の
取
り

組
み
と
し
て
、
県
立
中
央
病
院
北

側
に
急
性
期
以
外
の
医
療
機
関
モ

デ
ル
地
区
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
地
域
資
源
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
を
、
ど
う
具
現
化
す
る
の
か
と

い
う
視
点
を
含
め
、
ま
ち
づ
く
り

の
観
点
か
ら
も
地
域
と
意
見
交
換

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　
健
康
医
療
先
進
都
市
の
モ
デ

ル
地
区
整
備
に
併
せ
て
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
場
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
の
整
備
は
、

山
形
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
に
お

い
て
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

今
後
の
施
設
整
備
の
検
討
と
位
置

QAQA

し
て
い
る
。
今
後
は
、
老
朽
化
し

た
水
道
管
や
見
崎
浄
水
場
の
更
新

な
ど
を
控
え
て
お
り
、
市
単
独
で

の
経
費
削
減
な
ど
に
は
限
界
が
あ

り
、
広
域
化
に
よ
る
対
応
が
経
営

基
盤
の
強
化
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
運
営
権
の
民
間

委
託
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
対
応

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　
平
成
３１
年
１０
月
か
ら
の
幼
児

教
育
・
保
育
の
無
償
化
後
の
受
け

入
れ
態
勢
は
ど
う
か
。
ま
た
、
保

育
の
受
け
皿
の
一
つ
と
さ
れ
る
企

業
主
導
型
保
育
事
業
の
指
導
監
督

は
ど
う
か
。

　
　
現
在
、
想
定
し
て
い
る
受
け

入
れ
枠
で
の
対
応
が
可
能
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
企
業
主
導
型

保
育
事
業
の
指
導
監
督
は
、
国
が

示
す
基
準
の
遵
守
に
つ
い
て
、
定

期
的
な
立
入
調
査
を
し
て
い
く
。

　
　
保
育
園
へ
の
運
営
費
補
助
は

十
分
な
の
か
。
ま
た
、
保
育
士
の

資
格
取
得
の
た
め
の
支
援
を
行
っ

て
は
ど
う
か
。

　
　
保
育
士
の
加
配
に
市
単
独
で

補
助
を
行
っ
て
お
り
、
運
営
費
補

助
は
、
当
面
現
行
の
ま
ま
の
実
施

を
考
え
て
い
る
。
保
育
士
資
格
取

得
支
援
事
業
は
、
中
核
市
法
定
移

譲
事
務
で
あ
る
た
め
、
円
滑
な
実

施
に
向
け
準
備
を
し
て
い
る
。

Q

A

QA

付
け
て
お
り
、
全
国
大
会
が
開
催

で
き
る
施
設
の
規
模
や
内
容
、
適

切
な
設
置
場
所
な
ど
、
将
来
的
な

整
備
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
中
核
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な

意
気
込
み
を
持
ち
、
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
の
か
。

　
　
健
康
医
療
先
進
都
市
の
実
現

を
目
指
す
と
と
も
に
、
県
内
唯
一

の
中
核
市
と
し
て
、
周
辺
自
治
体

と
の
連
携
を
強
化
し
、
連
携
中
枢

都
市
圏
の
形
成
を
目
指
し
て
い
く
。

　
　
連
携
中
枢
都
市
圏
の
圏
域
を

ど
の
よ
う
に
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
定
住
自
立
圏
を
形
成
し
て
い

る
３※

市
２
町
で
協
議
し
て
き
た
が
、

連
携
事
業
の
ベ
ー
ス
が
固
ま
っ
た

た
め
、
今
後
は
、
寒
河
江
市
・
村

山
市
・
東
根
市
・
河
北
町
・
西
川

町
・
朝
日
町
・
大
江
町
の
３
市
４

町
と
も
個
別
に
協
議
し
て
い
く
。

　
　
都
市
計
画
道
路
の
計
画
を
見

直
す
方
針
が
示
さ
れ
た
が
、
実
現

性
の
あ
る
計
画
で
あ
れ
ば
、
具
体

的
な
事
業
着
手
時
期
を
示
す
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
用
地
確
保
な
ど
の
都
合
上
、

具
体
的
な
事
業
着
手
時
期
や
着
手

想
定
時
期
な
ど
の
設
定
は
困
難
で

あ
る
が
、
優
先
順
位
を
国
や
県
と

協
議
し
、役
割
を
分
担
し
な
が
ら
、

計
画
的
に
整
備
を
進
め
て
い
く
。

　
　
地
方
卸
売
市
場
に
は
建
築
基

準
法
な
ど
に
照
ら
し
て
改
善
が
必

要
と
な
る
施
設
が
あ
る
。
対
応
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
が
、

市
の
責
任
を
ど
う
見
て
い
る
の
か
。

　
　
市
も
応
分
の
負
担
を
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
が
、
改
善
案
に
理

解
が
得
ら
れ
な
い
案
件
は
、
さ
ら

に
協
議
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
の
経

緯
や
将
来
の
事
業
展
開
な
ど
も
含

め
て
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　
地
方
卸
売
市
場
の
指
定
管
理

者
制
度
導
入
に
対
し
、
積
極
的
に

取
り
組
む
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　
指
定
管
理
者
制
度
導
入
検
討

会
で
の
議
論
の
推
移
と
、
卸
売
市

場
法
改
正
に
よ
り
生
じ
る
取
引
方

法
や
業
務
形
態
で
の
新
た
な
導
入

メ
リ
ッ
ト
な
ど
も
考
慮
し
な
が
ら
、

さ
ら
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　
山
形
商
業
高
校
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
は
、
あ
か
ね
ヶ
丘
公
園
を
利

用
し
活
動
し
て
き
た
が
、
新
た
に

整
備
さ
れ
る
屋
外
運
動
施
設
に
練

習
場
は
確
保
さ
れ
る
の
か
。

　
　
改
築
事
業
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
手

法
で
行
う
こ
と
か
ら
、
要
求
水
準

書
に
お
い
て
、
他
の
運
動
施
設
と

と
も
に
整
備
す
る
と
し
て
い
る
。

限
ら
れ
た
敷
地
内
で
の
整
備
の
た

め
、
配
置
に
つ
い
て
は
サ
ッ
カ
ー

場
な
ど
と
の
共
用
も
含
め
、
事
業

者
か
ら
の
提
案
と
な
る
。

QAQA

QAQA

QAQA

▲新しく生まれかわる山形商業高校

※　３市２町…山形市・上山市・天童市・山辺町・中山町。

健
康
医
療
先
進
都
市
が

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

丸
子　
善
弘 

議
員

水
道
の
民
営
化
は
危
険

佐
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秀
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議
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妊
娠
中
は
虫
歯
な
ど
に
か
か

り
や
す
く
、
乳
児
の
虫
歯
予
防
に

も
妊
娠
中
か
ら
の
取
り
組
み
が
効

果
的
で
あ
る
。
妊
婦
健
康
診
査
の

他
に
、
妊
娠
中
か
ら
産
後
一
定
期

間
内
に
受
診
で
き
る
妊
産
婦
歯
科

健
診
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
他
都
市
の
事
例
を
参
考
に
、

市
歯
科
医
師
会
な
ど
の
関
係
機
関

と
協
議
し
、調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
乳
幼
児
期
か
ら
歯
み
が
き
の

習
慣
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
妊
産
婦
歯
科
健
診
と
併
せ
、

子
ど
も
の
歯
み
が
き
相
談
や
小
冊

子
の
配
布
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
先
行
し
て
い
る
自
治
体
を
参

QAQA
　
　
不
登
校
児
童
生
徒
数
の
状
況

は
ど
う
か
。

　
　
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、

今
後
も
教
育
委
員
会
と
学
校
が
連

携
し
、
丁
寧
に
支
援
し
て
い
く
。

　
　
義
務
教
育
未
修
了
の
方
な
ど

が
学
ぶ
夜
間
中
学
が
必
要
と
思
う

が
ど
う
か
。
ま
た
、
本
市
の
日
本

語
教
室
の
現
状
は
ど
う
か
。

　
　
夜
間
中
学
の
設
置
は
、
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
調
査
研
究

し
て
い
く
。
日
本
語
教
室
は
、
市

国
際
交
流
協
会
を
は
じ
め
公
的
機

関
、
民
間
で
４
カ
所
開
講
さ
れ
て

お
り
、
課
題
な
ど
が
生
じ
た
場
合

は
、適
宜
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
本
市
の
経
常
収
支
比
率
は
平

成
２９
年
度
で
９２
・
４
％
だ
が
、
将

来
負
担
比
率
は
商
業
高
校
改
築
分

を
加
味
す
る
と
約
１
１
０
％
で
、

東
北
主
要
都
市
で
二
番
目
に
高
く
、

財
政
調
整
基
金
残
高
は
一
番
少
な

い
状
況
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
本
市
の
財
政
は
健
全
な
状
態

と
考
え
て
い
る
が
、
今
後
も
健
全

性
の
堅
持
に
努
め
て
い
く
。

　
　
木※

質
バ
イ
オ
マ
ス
ガ
ス
化
発

電
事
業
へ
の
市
産
材
供
給
の
見
通

し
は
ど
う
か
。
ま
た
、
仮
称
森
林

環
境
譲
与
税
の
使
い
道
は
ど
う
か
。

　
　
市
産
材
は
約
２
割
を
見
込
ん

で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
仮
称
森
林

環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
は
、
実
際

の
森
林
整
備
の
実
施
ま
で
、
あ
る

程
度
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

基
金
の
設
置
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
工

事
へ
の
補
助
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
撤
去
工
事
へ
の
支
援
策
を
検

討
し
て
い
く
。

QAQA

Q

AQ

AQA

考
に
、
市
歯
科
医
師
会
な
ど
と
協

議
し
な
が
ら
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
若
者
の
市
内
企
業
へ
の
就
職

促
進
を
図
る
た
め
、
関
係
機
関
と

連
携
し
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
の
推
進
や
女
性
活
躍
の
た

め
の
取
り
組
み
、
企
業
の
福
利
厚

生
な
ど
を
取
り
ま
と
め
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
情
報
を
広

く
発
信
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
首
都
圏
大
学
で
の
就
職
支
援

イ
ベ
ン
ト
で
、
各
企
業
の
福
利
厚

生
に
絞
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
計
画
し
て
い
る
。
求
人
情
報

サ
イ
ト「
ジ
ョ
ブ
っ
す
や
ま
が
た
」

の
企
業
Ｐ
Ｒ
に
、
福
利
厚
生
の
情

報
を
も
っ
と
盛
り
込
む
よ
う
働
き

か
け
る
な
ど
、
よ
り
学
生
に
響
く

情
報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

　
　
国
の
地
域
女
性
活
躍
交
付
金

を
活
用
し
、
女
性
活
躍
に
向
け
た

取
り
組
み
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
出
前
講
座
な
ど
、
若
者
を
対

象
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の

学
習
機
会
の
提
供
を
、
平
成
３１
年

度
の
事
業
化
に
向
け
検
討
し
て
い

く
。
交
付
金
の
活
用
は
、
推
進
計

画
に
位
置
付
け
ら
れ
、
官
民
、
市

町
村
と
の
連
携
が
必
要
な
こ
と
な

ど
か
ら
、
次
期
計
画
に
位
置
付
け

る
べ
く
、今
後
、協
議
し
て
い
く
。

　
　
市
民
が
、
重
粒
子
線
が
ん
治

療
施
設
を
利
用
し
た
場
合
に
、
治

療
費
の
負
担
を
軽
減
す
る
支
援
策

を
講
ず
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
山
形
大
学
が
行
う
重
粒
子
線

の
治
療
に
対
す
る
支
援
は
、
山
形

大
学
医
学
部
先
端
医
療
国
際
交
流

推
進
協
議
会
の
中
で
、
県
を
中
心

に
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

市
独
自
の
支
援
は
、
県
と
連
携
し

な
が
ら
、
先
進
地
の
事
例
を
参
考

に
検
討
し
て
い
く
。

　
　
働
く
マ
マ
の
た
め
、
市
内
の

保
育
園
や
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
で
、

無
添
加
や
地
元
産
食
材
の
総
菜
を

販
売
す
る
モ
デ
ル
事
業
を
行
い
、

ま
ち
全
体
で
、
子
育
て
応
援
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
施
設
内
で
の
販
売
な
ど
の
営

利
活
動
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
実
現
は
難
し
い
。

　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
登

録
児
童
が
年
々
増
え
、
整
備
が
追

い
つ
か
な
い
状
況
で
あ
る
。
放
課

後
子
ど
も
教
室
の
良
さ
も
生
か
し
、

地
域
の
人
材
参
画
を
図
り
な
が
ら
、

放
課
後
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
子
ど
も
た
ち
が
安
全
・
安
心

に
過
ご
せ
る
環
境
の
確
保
の
た
め
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

地
域
・
学
校
・
家
庭
を
は
じ
め
、

社
会
全
体
で
取
り
組
む
方
策
を
引

き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

QAQ

AQA

QAQA

▲歯の健康を守る対策を ▲更新をひかえる見崎浄水場

※　木質バイオマスガス化発電…  木質バイオマス燃料（樹木の伐採や造材のときに発生した枝や葉、製材工場などから発生する樹皮やのこ屑など）
を化学反応（熱分解や酸化還元）により可燃性のガスを発生させ発電させる発電方式。

妊
婦
と
子
ど
も
の

歯
の
健
康
づ
く
り
を
図
れ

伊
藤　
香
織 
議
員
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　議会開催中、議会棟内の 
一室を保育室として開放いた
します。
　詳しくは山形市議会ホーム
ページをご覧ください。

議会開催中に
保育室を設置します

　
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す

が
、
も
う
す
ぐ
３
月
で
す
。

　
青
年
は
、
春
の
進
学
や
就
職
に

向
け
て
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
応
援
す
る
家
族
や
周
り
の

方
も
心
配
は
あ
っ
て
も
、
や
は
り

春
は
希
望
の
光
を
感
じ
さ
せ
る
、

待
ち
遠
し
い
も
の
で
し
ょ
う
。

　
本
市
は
４
月
１
日
か
ら
中
核
市

に
移
行
し
ま
す
。
一
回
り
大
き
く

な
る
行
政
に
対
し
て
、
議
会
の
役

割
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
中
核
市
が
市
民
に
と
っ
て
希
望

と
な
る
よ
う
に
、
こ
の
議
会
報
も

市
政
を
伝
え
、
市
民
の
声
を
集
め

る
一
助
と
な
る
よ
う
、
さ
ら
に
分

か
り
や
す
く
、
活
気
あ
る
も
の
に

す
る
た
め
の
工
夫
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

議
会
報
副
委
員
長　
阿
曽　
　
隆

編
集
後
記

ウェブサイト
で 検索山形市議会　保育室

議会報告会を開催しました
　第６回目となる議会報告会を、平成３０年１１月に市内８カ所のコミュニティセンターで開催し、 
１６５人の皆さまにご参加いただきました。報告会では、９月定例会における審議状況などの報告や参
加された皆さまとの意見交換を行いました。
　今回の報告会でお寄せいただいたご意見の一部を紹介します。

・有害鳥獣対策に本腰を入れて取り組んでほしい。
・高齢化が進む中、除排雪の方法が現状のままでいいのか議論してほしい。
・ナナ・ビーンズにあった伝統こけし館を再整備してほしい。
・山形の魅力度が上がるような施策に汗をかいてほしい。
・��地域福祉の人手が足りていないため、山形市社会福祉協議会から協力して
もらいたい。

・��地区の世帯数が減少し、町内会の維持が困難になっている。若者の移住・
定住に、郊外の交通政策が重要ではないか。

　お寄せいただいた貴重なご意見は、全議員で共有するとともに、議会活動
を通して今後の山形市の発展につなげていきたいと考えております。
　なお、この報告会は毎年開催しており、議会ホームページ、やまがた市議
会報「みちしるべ」でもご案内いたしますので、市民の皆さまのさらなるご
参加をお待ちしております。

議会報研修会に参加
　平成３０年１１月８日に天童市で、県市議
会議長会主催の議会報研修会が「わかり
やすい・伝わりやすい文章術」の演題で
開催されました。本市議会の議会報委員
５人が参加し、伝わる文書を構成するポ
イントなどを学びました。この研修を生
かし、今後も分かりやすい議会報の作成
に努めてまいります。

議場見学会＆演奏会を開催しました

行い、本会議場や議長室、各委員会室などを見学していただ
いたほか、議会棟内に展示されている美術品などもご覧いた
だきました。
　また、議場演奏会では、山形交響楽団の弦楽四重奏による
モーツァルト、バッハ、シベリウス、山田耕筰、クリスマス
メドレーなどの素敵な演奏をご堪能いただきました。

　市議会をより身近に感
じていただくため、平成
３０年１２月２５日に本会議場
において、議場見学会＆
演奏会を開催し、７２人の
皆さまからご参加いただ
きました。
　議場見学会では、議会
の機能としくみの説明を▲弦楽が奏でる議場でのクリスマス

▲��

読
み
手
に
伝
わ
り
や
す

い
文
章
の
作
り
方
を
学

び
ま
し
た

表紙写真：光のプロムナード（七日町ほっとなる広場） 16




